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	局所進行腎細胞がんの治療では、これまで腎摘除術が標準治療とされてきました。しかし、局所進行腎癌に対する手術合併症リスクは高く、また、局的叙述を行っても7割以上で再発が見られます。そのような状況から、局所進行腎癌に対しても薬剤の使用が試みられていますが、大規模な報告、特に本邦での大規模な報告は少なく、各種薬剤の有効性、安全性に関する日本人患者さんのデータが不足しています。そこで本研究では、局所進行腎細胞がん患者さんの生命予後に関するデータを収集することで、最適な治療法を予測することを目指します。これ...

